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二
月 

別
名 

如
月
（
き
さ
ら
ぎ
）
、
建
卯
月
（
け
ん

ぼ
う
げ
つ
）
、
仲
春
（
ち
ゅ
う
し
ゅ
ん
）
、
梅
見
月 

如
月
は
衣
更
着
と
も
書
き
、
寒
い
の
で
着
る
も
の
を
さ
ら

に
増
や
す
月
と
呼
ん
だ
。 

『
二
月
の
花
』 

水
仙
、
梅
、
金
魚
草
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ツ
バ

キ
、
侘
助 

  
 
 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
河
出
書
房 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

紅
梅
（
竹
沼
）  

 
 

 

 

『二
月
の
言
葉
』 

私
は
か
つ
て
エ
レ
ミ
ヤ
と
共
に
歎
い
て
言
っ
た
。
あ
あ
私

は
禍
（わ
ざ
わ
）い
で
あ
る
、
人
は
皆
私
と
争
い
、
私
を

攻
め
、
皆
私
を
詛
（の
ろ
）う
と
。
け
れ
ど
も
今
に
な
っ

て
私
は
感
謝
し
て
言
う
、
あ
あ
私
は
福
（さ
い
わ
）い
で

あ
る
。
人
は
皆
私
と
争
い
、
わ
た
し
を
詛
っ
た
の
で
私
は

神
に
結
ば
れ
て
そ
の
救
済
に
与
る
こ
と
が
で
き
た
と
。

人
に
捨
て
ら
れ
る
の
は
神
に
拾
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
人
に
憎
ま
れ
る
の
は
神
に
愛
さ
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
人
に
絶
た
れ
る
の
は
神
に
結
ば
れ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
今
に
至
っ
て
思
う
、
わ
た
し
の
生
涯
に
あ
っ
た
こ
と

で
最
も
幸
福
で
あ
っ
た
こ
と
は
世
に
侮
ら
れ
、
嫌
わ

れ
、
辱
め
ら
れ
、
斥
（し
り
ぞ
）け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
。 

内
村
鑑
三
著
「一
日
一
生
」
一
月
十
七
日 

           

令和 3年 2月（211）

（207）

（（（No2011）  

 医院だより  
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熱
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８
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 『
二
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

日 
 

テ
レ
ビ
放
送
開
始
（
一
九
五
三
） 

 
 
 

二 

日 
 

節
分
、
豆
ま
き
、 

 
 
 

三 
日 

 

立
春 

 
 
 

六 

日 
 

海
苔
の
日 

古
代
か
ら
愛
好
さ 

れ
て
き
た
海
苔
が
、
産
地
諸
国
物
産
の 

一
つ
と
し
て
記
録
に
残
る
の
が
大
宝
元 

年
（
七
〇
一
）
。
大
宝
律
令
が
施
行
さ 

れ
た
こ
の
日
を
海
苔
の
日
と
昭
和
四
二 

に
ス
タ
ー
ト
。
「
巻
き
ず
し
丸
か
ぶ

り
」
早
食
い
競
争
は
大
阪
名
物
。 

 
 
 

七 

日 
 

北
方
領
土
の
日 

 
 
 

九 

日 

『
ふ
く
の
日
』
の
日
の
『
ふ
く
』

は
『
ふ
ぐ
』
の
こ
と
、
『
福
』
に
通

じ
て
縁
起
が
良
い
。 

 
 

 

十
一
日 

建
国
記
念
の
日 

 
 

 

十
四
日 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー 

十
五
日 

横
手
か
ま
く
ら 

 
 

 

十
六
日 

日
蓮
上
人
誕
生
会 

 
 

 

十
七
日 

安
吾
忌 

 
 

 

十
八
日 

雨
水 

 
 

 

十
九
日 

大
塩
平
八
郎
の
乱
（
一
八
三
七
） 

 
 

二
十
三
日 

天
皇
誕
生
日 

 
 

二
十
八
日 

 

利
休
忌
。
一
五
九
一
年
秀
吉
の

怒
り
に
触
れ
て
自
刃
し
た
。
茶
の
湯

を
集
大
成
。 

  
 

 
 

参
考 

令
和
３
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

 
 

 
 

 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ(

九
月
よ
り
再
開)

・大
腸
カ
メ
ラ
（、
現

在
は
休
止
）  

○
肺
炎
球
菌
・（帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

〇
発
熱
対
応 

三
月
末
ま
で
、 

五
、
発
熱
外
来
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

三
、
①
二
月
二
十
三
日
（火
） 

休
日
当
番
医
で
す
。
九
時
～
十
八
時
ま
で
受
付 

②
二
月
十
八
日
（木
）所
用
で
休
診
と
な
り
ま
す
。 

お
間
違
え
の
無
い
よ
う
に
。 

四
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お
り

ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多
く
、

全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に 

来
院
さ
れ
る
か
電
話
で 

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の
処

置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

サ
ボ
テ
ン
の
花 
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 五
、
発
熱
外
来 

 
 

一
般
の
慢
性
疾
患
で
通
院
さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
と

分
け
て
（動
線
を
別
に
し
て
）診
療
す
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
以
下
の
よ
う
に
診
療
し
ま
す
。 

 

１
． 

発
熱
外
来
は
完
全
予
約
制
で
行
い
ま
す
。 

２
． 

発
熱
・風
邪
症
状
が
あ
る
方
は
ま
ず
お
電
話
い
た

だ
き
、
医
院
の
案
内
に
沿
っ
て
待
機
し
て
く
だ
さ

い
。 

医
院
の
電
話 

０
２
７
４―

２
２―
８
３
１
５ 

３
． 

発
熱
外
来
対
応
時
間
と
、
予
約
時
間
は
次
の
通
り
で
す
。 

原
則
と
し
て
か
か
り
つ
け
の
方
の
み
と
な
り
ま
す
。 

            

  

か
か
り
つ
け
で
は
な
い
方
は
相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡 

し
て
く
だ
さ
い
。 

     

六
、
群
馬
県
保
険
医
協
会
二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 

電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

http://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

         
 
 
 
 

 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ 

 
 

 
 

 
 

発熱外来 午 前 午 後 

月、火、水、金 12：00-13：00 17：00-18：00 

木，土 11：00-13：00 なし 

予約受付時間 午 前 午 後 

月、火、水、金 8：30-12：00 17：00-18：00 

木，土 8：30-11：00 なし 

群馬県受診・相談センター 

（２４時間対応） 

0570-082-820 

前橋市受診・相談センター 

（午前８時３０分～午後９時） 

027-220-1151 

高崎市受診・相談センター 

（平日 午前８時半～午後５時１５分） 

前橋・高崎とも時間外は県のセンターへ 

受診相談 

027-381-6112 

一般相談 

027-381-6113，6114 

埼玉県新型コロナウイルス感染 

県民サポートセンター（２４時間受付） 

0570-783-770 

月 子供の発熱 

火 マスクをつけていても歯磨きはエチケットです 

水 チョコレートのう胞 

木 急性ストレス障害 

金 口腔ケアは脳卒中のリスクを軽減する 

土日 ガン対策の心構え 

http://www.raijin.com/kenko/
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 祝
婚
歌 

 
 

 

吉
野 

弘 

 

二
人
が
睦
ま
じ
く
い
る
た
め
に
は 

愚
か
で
い
る
ほ
う
が
い
い 

立
派
す
ぎ
な
い
ほ
う
が
い
い 

立
派
す
ぎ
る
こ
と
は 

長
持
ち
し
な
い
こ
と
だ
と
気
付
い
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

完
璧
を
め
ざ
さ
な
い
ほ
う
が
い
い 

完
璧
な
ん
て
不
自
然
な
こ
と
だ
と 

う
そ
ぶ
い
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

二
人
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が 

ふ
ざ
け
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

ず
っ
こ
け
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

互
い
に
非
難
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も 

非
難
で
き
る
資
格
が
自
分
に
あ
っ
た
か
ど
う
か 

あ
と
で 

疑
わ
し
く
な
る
ほ
う
が
い
い 

正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
は 

少
し
ひ
か
え
め
に
す
る
ほ
う
が
い
い 

正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
は 

相
手
を
傷
つ
け
や
す
い
も
の
だ
と 

気
付
い
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

立
派
で
あ
り
た
い
と
か 

正
し
く
あ
り
た
い
と
か
い
う 

無
理
な
緊
張
に
は 

色
目
を
使
わ
ず 

ゆ
っ
た
り 

ゆ
た
か
に 

光
を
浴
び
て
い
る
ほ
う
が
い
い 

健
康
で 

風
に
吹
か
れ
な
が
ら 

生
き
て
い
る
こ
と
の
な
つ
か
し
さ
に 

ふ
と 

胸
が
熱
く
な
る 

そ
ん
な
日
が
あ
っ
て
も
い
い 

そ
し
て 

な
ぜ
胸
が
熱
く
な
る
の
か 

黙
っ
て
い
て
も 

二
人
に
は
わ
か
る
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い 

 

 

あ
わ
た
だ
し
き
文
明
開
化
の
落
と
し
物 

 
 
 

 

あ
は
れ
な
る
名
を
一
生
持
ち
た
り 

近
江
人
日
野
屋
清
兵
衛
狂
歌
し
て 

 
 
 
 
 

我
が
誕
生
を
ほ
ぎ
く
れ
し
と
ふ 

 
 
 

 

（
や
す
や
す
と
た
ま
の
や
う
な
る
子
を
儲
け 

 
 
 
 
 

 

文
明
開
化
に
進
む
世
の
中
） 

 
 
 
 
 
 

土
屋
文
明 

歌
集
続
青
南
集 

 

醫
師
の
眼
の
穏
（
お
だ
）
し
き
を
趁
（
お
）
う
窓
の
空 

消
え
光
り
つ
つ
花
の
散
り
交
ふ 

そ
む
け
た
る
醫
師
の
眼
を
に
く
み
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

う
べ
な
ひ
難
き
こ
こ
ろ
昂
ぶ
る 

言
（
こ
と
）
も
な
く
昇
汞
水
に
手
を
洗
ふ 

 
 
 

 

醫
師
の
け
は
ひ
に
眼
を
あ
げ
が
た
し 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

明
石
海
人
全
歌
集 

け
ん
こ
う 

（百
三
十
五
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
（１
０
） 

 

１ 

は
じ
め
に 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖
北
省
武

漢
市
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
数
か
月
で
世
界
各
地
に
感
染
が
広
が

り
、
も
う
１
年
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
中

で
も
身
の
回
り
で
も
こ
れ
ま
で
の
生
活
が
大
き

く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

２ 

経
過
（日
本
政
府
の
措
置
と
患
者
数
の
変
化
） 

２
０
２
０
年
４
月
７
日
に
発
令
さ
れ
た
政
府

の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
感
染
者
数
が
減
少

し
た
が
、
５
月
２
５
日
を
も
っ
て
全
て
の
都

道
府
県
で
解
除
さ
れ
た
あ
と
東
京
中
心
に
再

度
感
染
者
が
増
加
し
、
７
月
２
２
日
か
ら
計

画
さ
れ
て
い
た
ゴ
ー
ツ
ー
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
当
初
東
京
を
除
外
し
て
開
始
さ
れ

た
が
、
新
規
感
染
者
は
日
本
各
地
で
増
加
す

る
一
方
だ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
１
０

月
１
日
か
ら
は
東
京
に
も
適
用
さ
れ
、
経
済

的
に
は
活
性
化
が
み
ら
れ
た
半
面
、
感
染

者
・
重
症
者
・
死
亡
者
の
増
加
は
加
速
す
る

た
め
、
菅
内
閣
は
よ
う
や
く
１
月
７
日
に
な

り
４
都
県
（
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
神
奈

川
）
に
限
り
、
８
日
か
ら
２
月
７
日
ま
で
緊
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急
事
態
宣
言
を
出
し
た
。
感
染
リ
ス
ク
が

高
い
と
し
た
飲
食
店
に
午
後
８
時
ま
で
の

営
業
時
間
短
縮
を
要
請
し
、
応
じ
な
い
場

合
は
施
設
名
を
公
表
で
き
る
と
し
た
。
協

力
が
な
け
れ
ば
効
果
は
望
め
な
い
。 

内
容
は
次
の
通
り
（
上
毛
新
聞
よ
り
） 

 

（１
）外
出 

①
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
を
要
請
し
、
特
に 

 
 

午
後
８
時
以
降
は
徹
底 

②
通
院
、
生
活
必
需
品
の
買
い
出
し
、
屋
外  

  

で
の
運
動
や
散
歩
は
除
外 

③
午
後
８
時
以
降
の
仕
事
の
抑
制 

（２
）通
勤 

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
し
、
出
勤
者
の
７
割
削
減

を
目
標 

（３
）飲
食
店
（レ
ス
ト
ラ
ン
、
居
酒
屋
、
喫
茶
店
な 

 

ど
）、
遊
興
施
設
（カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ

ク
ラ
な
ど
） 

①
営
業
時
間
を
午
後
８
時
に
短
縮 

②
酒
類
の
提
供
は
午
前
１
１
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で 

③
応
じ
な
い
場
合
、
店
名
、
施
設
名
を
公
表 

 

 

④
宅
配
や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
は
除
外 

⑤
時
間
短
縮
に
応
じ
た
店
に
は
協
力
金
を
支

払
う 

 
 
 

（４
）人
が
集
ま
る
場
所
（劇
場
、
遊
園
地
、
映
画

館
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど
） 

①
営
業
時
間
を
午
後
８
時
に
短
縮 

②
酒
類
の
提
供
は
午
前
１
１
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で 

（５
）イ
ベ
ン
ト 

①
上
限
５
０
０
０
人
、
定
員
の
５
０
％
以
下

の
ど
ち
ら
か
少
な
い
ほ
う
に
制
限 

②
午
後
８
時
ま
で 

③
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
満
員
は
認
め
ず 

 

（６
）学
校 

①
遠
隔
授
業
の
活
用
な
ど
で
感
染
防
止  

 
一
斉
休
校
は
認
め
ず 

②
大
声
を
出
し
た
り
、
身
体
が
触
れ
合
う 

 
 

部
活
動
は
制
限 

③
大
学
入
学
テ
ス
ト
、
高
校
入
試
な
ど  

  

は
感
染
防
止
策
を
徹
底
し
て
予
定
通 

  

り
実
施 

 

 

３
．
世
界
と
日
本
、
群
馬
県
の
感
染
者
数 

（死
亡
者
数
） 

（２
月
６
日
現
在
） 

世
界     

１
億
５
３
９
万
２
５
７
７
人 

           
 
(

２
２
９
万
９
２
３
５
人) 

日
本         

４
０
万
３
９
３
８
人 

（６
３
７
６
人
） 

群
馬
県 

 
 
 
 
 

４
０
９
２
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（７
６
人
） 

米
国 

２
６
８
１
万
３
７
７
２
人
（４
５
万
９
５
５
５
人
） 

イ
ン
ド 

１
０
８
１
万
４
３
０
４
人
（１
５
万
４
９
１
８
人
） 

ブ
ラ
ジ
ル 

９
４
４
万
７
１
６
５
人
（２
３
万
０
０
３
４
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
．
個
人
で
や
れ
る
予
防
は
責
任
を
も
っ
て
行
う 

個
人
が
や
れ
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

３
密
（
密
集
、
密
接
、
密
閉
）
機
会
回
避
を 

基
本
に
、
手
洗
い
、
睡
眠
、
栄
養
、
運
動
な
ど

個
人
の
問
題
と
し
て
対
応
を
と
る
こ
と
と
、
周

囲
に
い
る
弱
者
へ
の
援
助
も
心
が
け
ま
し
ょ

う
。 

新
型
コ
ロ
ナ
で
は
、
８
５
歳
以
上
の
死
亡
率
は

１
７
歳
以
下
の
死
亡
率
の
１
０
０
０
倍
と
い
う

報
告
が
あ
り
ま
す
。 

５
．
医
院
と
し
て
の
対
応 

①
９
月
か
ら
再
開
さ
れ
た
胃
癌
検
診
な
ど 
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内
視
鏡
検
査
中
の
感
染
防
止
対
策 

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策 

 
当
院
で
の
今
季
受
診
者
は
ゼ
ロ
で
す
。 

③
一
般
患
者
さ
ん
と
の
動
線
が
重
な
ら
な
い 

 
 

た
め
の
対
策 

例 
 

・
発
熱
者
は
院
内
に
入
ら
な
い 

・
診
察
は
院
外
で
、
主
に
乗
用
車
内
で
の
診 

 

療
（
問
診
、
検
体
採
取
、
処
方
箋
な
ど
の 

 

発
行
）
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
患 

 

者
さ
ん
に
は
、
電
話
で
の
診
察
・
処
方
箋 

 

発
行
も
あ
り
ま
す
。
（
２
月
か
ら
徒
歩
や 

 

タ
ク
シ
ー
で
来
ら
れ
た
方
用
の
テ
ン
ト
を 

 

ご
用
意
し
ま
す
。
定
員
は
１
名
で
す
） 

・
軽
い
発
熱
、
風
邪
症
状
の
方
は
、
１
、
２ 

 

日
間
家
で
過
ご
し
、
軽
快
し
な
い
、
ま
た 

 

は
症
状
が
強
く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
来
院 

 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

・
来
院
前
に
必
ず
医
院
に
電
話
を
し
て
、
指 

 

示
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

・
家
ま
た
は
車
内
で
待
機
し
て
い
た
だ
き
ま
す 

・
可
能
な
限
り
携
帯
電
話
を
携
行
し
て
く
だ 

 

さ
い
。
携
行
で
き
な
い
場
合
は
玄
関
扉
の 

 

左
側
手
前
に
あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
ご
利 

 

用
い
た
だ
き
指
示
を
お
待
ち
下
さ
い
。 

・
そ
の
他 

６ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
（整
理
） 

(

１
） 

症
状 

３
７
、
５
度
程
度
の
発
熱
や
呼
吸
器
症
状
が
１

週
間
前
後
続
く
こ
と
、
強
い
だ
る
さ(

倦
怠

感)

、
の
ど
の
痛
み
、
筋
肉
痛
、
嗅
覚
・味
覚
障

害
な
ど 

(

２
） 

重
症
化
し
や
す
い
人 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
な
ど 

(

３
） 

自
分
で
や
る
こ
と 

３
密
（密
集
、
密
接
、
密
閉
）
を
避
け
る 

栄
養 

感
染
に
対
す
る
防
御
と
し
て
重
要 

運
動 

免
疫
力
向
上 

(
４
） 

発
熱
や
せ
き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状

が
続
く
人
は
次
の
よ
う
に
。 

① 
か
か
り
つ
け
医
に
連
絡
し
て
指
示
を
受
け
る

方
法 

 

イ
． 

自
宅
待
機
の
指
示 

(

症
状
軽
く
解
熱
剤
で
対
処
で
き
る
と
き) 

ロ
． 

時
間
を
指
定
し
来
院
し
、
車
内
で
待
機
し
て

い
た
だ
く
場
合 

 

② 

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
場
合 

（
一
般
的
な
相
談
の
場
合
） 

(

前
記
、
３
ペ
ー
ジ
、
五
の
３
発
熱
外
来
の
記

事
参
照) 

７ 

医
療
機
関
に
入
る
前
に 

・
３
７
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
る
方
は
基
本
的
に
は

院
外
対
応
。 

・
咳
、
く
し
ゃ
み
、
の
ど
の
痛
み
な
ど
風
邪
症
状

の
あ
る
方
も
、
同
じ
対
応
で
す
。 

〇
院
内
に
入
る
前
に
、
電
話
で
医
院
受
付
に 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇
携
帯
電
話
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
玄
関
に 

あ
る
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い 

○ 

医
療
機
関
に
入
る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
（
咳 

や
く
し

ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ

ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
こ

と
）
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。 

水
仙
（
竹
沼
に
て
） 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（
百
八
十
一
） 

 
 

 

年
賀
欠
礼 

◇
『早
々
の
賀
状
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

一
昨
年
、
喪
中
は
が
き
届
い
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
ら
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
元
年
五
月
二
十
日
、
夫
○
○
は
他
界
し

ま
し
た
。 

秋
山
様
の
お
話
し
は
時
折
、
夫

か
ら
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
早
々
（
１
／
４
） 

◆
あ
、
と
思
っ
た
。
私
も
身
内
の
不
幸
が
重
な

り
２
、
３
年
欠
礼
が
続
い
て
い
た
後
の
こ
と

で
、
見
過
ご
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

と
た
ん
に
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
想
い
出
が

ど
っ
と
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。 

◇
１
歳
年
上
の
人
で
、
家
は
歩
い
て
１
０
０
メ

ー
ト
ル
余
、
田
ん
ぼ
の
対
角
線
で
８
０
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
近
さ
に
あ
っ
た
。
四
人
の
兄

と
一
人
の
妹
が
い
た
。 

◆
小
学
校
に
入
る
前
に
母
親
が
病
気
で
亡
く

な
っ
た
。
そ
の
家
の
庭
で
遊
ん
で
い
る
と
家

の
中
か
ら
障
子
を
３
０
セ
ン
チ
程
開
け
て
子

供
た
ち
の
遊
ん
で
い
る
の
を
見
て
微
笑
ん
で

い
た
人
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
母
親
の
面
影

を
想
い
出
す
こ
と
が
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
あ

っ
た
が
、
顔
は
卵
の
よ
う
で
目
鼻
立
ち
は
全

く
覚
え
て
い
な
い
。
末
の
娘
さ
ん
に
母
親
の

記
憶
が
残
っ
て
い
れ
ば
よ
い
な
と
、
今
も
思

う
。
私
の
母
も
幼
く
し
て
実
母
を
亡
く
し
、
古

い
ア
ル
バ
ム
を
開
く
た
び
に
、
「私
の
母
親
は
ど

ん
な
顔
を
し
て
い
る
か
ね
？
」
と
私
た
ち
に
感

想
を
せ
が
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。 

◇
早
く
親
を
亡
く
し
た
兄
弟
た
ち
は
、
結
束
が
強

く
、
喧
嘩
に
な
る
と
兄
と
二
人
で
理
詰
め
で
問

い
詰
め
て
く
る
の
で
負
け
ず
嫌
い
だ
っ
た
私
に

も
苦
手
な
相
手
で
争
わ
な
い
方
法
を
模
索
す

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

 
 

 
 

◆
何
代
か
前
か
ら
村
で
私
塾
を
開
い
て
い
る
家
で

あ
っ
た
か
ら
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
学
問
へ
の

接
触
は
自
ず
と
あ
っ
た
と
思
う
。
氏
は
勉
強
が

で
き
た
し
、
と
り
わ
け
習
字
も
図
画
も
玄
人
肌

で
何
を
取
っ
て
み
て
も
『
わ
た
し
は
か
な
わ
な

い
な
』と
い
う
思
い
に
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
将
棋

も
強
い
し
、
相
撲
を
取
っ
て
も
い
つ
も
私
が
負

け
た
。
私
が
初
代
若
乃
花
を
応
援
し
、
氏
は
栃

錦
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
。
栃
錦
は
初
日
負
け

て
残
り
全
部
を
勝
っ
て
優
勝
し
た
こ
と
が
何
回

か
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
を
翌
朝
の
小
学
校
へ

の
道
す
が
ら
自
慢
し
た
。
相
撲
界
か
ら
遠
ざ
か

っ
て
か
ら
の
二
人
の
横
綱
の
比
較
で
は
、
私
も

栃
錦
の
ほ
う
に
少
し
ば
か
り
傾
い
て
し
ま
っ

た
。 

◆
中
学
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
二
人
と
も
図
画
ク
ラ
ブ

を
選
ん
だ
。
町
が
公
民
館
活
動
を
勧
め
て
募
集

し
た
「
娯
楽
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
描
い
て
み
ろ
と
担

任
の
美
術
の
先
生
に
言
わ
れ
、
他
の
人
の
作
品

が
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
い
い
絵
が
か
け

て
い
る
な
あ
と
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
た
ら
、

部
員
が
全
て
「
娯
楽
」の
「
娯
」の
字
を
『
誤
』と

書
い
て
提
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
い

い
絵
も
台
無
し
で
あ
る
。 

「誰
一
人
と
し
て
辞
書
を
引
い
て
調
べ
て
み
な

か
っ
た
の
か
！
ほ
か
の
人
が
同
じ
字
を
書
い
て

い
て
も
疑
わ
し
か
っ
た
ら
自
分
で
辞
書
を
引
い

て
確
認
す
る
癖
を
つ
け
な
い
か
ら
、
こ
う
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
。
」 
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と
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
鳴
り
散
ら
さ
れ
た
。
こ
れ

が
際
限
な
く
続
く
。 

◇
こ
の
美
術
の
先
生
は
な
か
な
か
笑
わ
な
い
ニ

ヒ
ル
っ
ぽ
い
ひ
と
で
、
怖
い
教
師
３
人
の
う

ち
の
一
人
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
私
た
ち
は
打

ち
合
わ
せ
て
、
い
ま
の
用
務
員
室
、
当
時
は

小
遣
い
室
と
い
っ
て
小
さ
な
囲
炉
裏
も
あ

り
、
宿
直
明
け
の
先
生
が
囲
炉
裏
の
周
り
に

胡
坐
を
か
い
て
、
小
遣
い
さ
ん
が
作
っ
た
お

昼
を
食
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
画
用
紙
を
持

っ
て
た
ず
ね
て
行
っ
た
。 

◆
「あ
の
ー
」 

と
先
輩
。 

 

「な
ん
だ
」 

 

「課
題
の
絵
が
で
き
ま
し
た
、
見
て
く
だ
さ

い
」 

 

「ど
ら
（
こ
れ
が
口
癖
）
、
見
せ
て
み
ろ
！
」 

 

画
面
は
真
っ
白
。 

 

「な
ん
だ
、
こ
れ
は
？
何
も
描
い
て
な
い
じ
ゃ

な
い
か
」 

す
る
と
、
先
輩 

 

「は
い
、
絵
に
も
か
け
な
い
美
し
さ
だ
っ
た
の

で
す
」 

 

先
輩
は
に
こ
り
と
言
い
放
っ
た
。
ど
う
な
る

こ
と
か
と
思
う
間
も
な
く
、
即
座
に
、 

 

「ふ
あ
っ
ふ
あ
っ
ふ
あ
・
・
・」 

と
、
こ
の
先
生
に
し
て
は
ニ
ヒ
ル
っ
ぽ
い
調
子
で

あ
っ
た
が
大
笑
い
し
て
く
れ
た
。
竜
宮
城
の
浦

島
太
郎
も
ほ
っ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 
 

廊
下
に
出
て
ふ
た
り
で 

 
 

「や
っ
た
ね
」 

 
 

と
目
配
せ
し
た
。 

◇
切
手
収
集
も
、
氏
が
教
え
て
く
れ
た
。
最
初
に

買
っ
た
の
が
花
切
手
で
１
９
６
１
年
９
月
１
日

発
売
の
桔
梗
で
あ
っ
た
。
氏
は
歌
川
広
重
の

「月
に
雁
」
（１
９
４
９
年
）
な
ど
絵
も
素
晴
ら

か
っ
た
が
、
そ
う
い
っ
た
貴
重
な
切
手
を
う
れ

し
そ
う
に
持
ち
出
し
て
来
て
く
れ
て
、
何
度
も

見
せ
て
く
れ
た
。 

最
近
は
美
し
い
印
刷
物
の
切
手
が
し
ょ
っ
ち
ゅ

う
出
る
の
で
、
記
念
切
手
の
あ
り
が
た
み
が
失

（な
）く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

◆
中
学
時
代
の
氏
は
学
校
で
人
気
抜
群
で
、
２
学

年
の
途
中
か
ら
生
徒
会
長
に
選
ば
れ
働
か
れ

た
。
１
年
後
、
次
は
お
前
が
や
れ
と
言
わ
れ
て

し
ま
っ
た
。
私
の
２
学
年
ま
で
は
父
が
同
じ
学

校
で
教
師
を
や
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
七
光
り

も
手
伝
っ
て
、
私
も
１
年
間
氏
の
後
の
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

◇
家
業
が
農
業
で
か
つ
子
供
が
多
く
母
親
も
早

く
に
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
進
学
さ
せ

る
の
が
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
兄
弟

み
な
優
秀
で
、
中
学
校
長
が
何
と
か
進
学
さ
せ

て
く
れ
と
父
親
に
頼
み
に
行
く
ほ
ど
よ
く
で
き

た
兄
さ
ん
も
い
た
が
、
そ
の
方
も
中
学
卒
業
で

社
会
に
出
て
行
っ
て
い
た
。
惜
し
む
べ
し
、
と
我

が
家
で
も
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
氏
も
高
校
ま

で
は
通
っ
た
が
、
そ
の
後
東
京
に
出
て
、
以
来

私
と
の
交
流
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

早
春
西
御
荷
鉾 

 
 

 
 

◆
同
じ
年
代
で
村
に
残
っ
た
仲
間
同
士
が
、
正
月

に
集
ま
り
、
帰
省
し
た
氏
の
話
を
み
な
で
聞
く

こ
と
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
い
つ
の
こ
ろ
か

ら
か
、
若
く
し
て
脳
卒
中
で
体
が
マ
ヒ
し
て
し
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ま
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
そ
れ
で
も
、
仲
間
の

会
に
は
出
席
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。 

◇
私
が
開
業
し
て
十
年
く
ら
い
し
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
る
。
外
来
で
診
察
中
に
、
受
付
が
電

話
に
応
対
し
て
、
大
き
な
声
で
名
前
を
確
か

め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
兎
に
も
角
に
も
、

と
い
う
こ
と
で
、
私
に
つ
な
が
れ
た
受
話
器

の
向
こ
う
か
ら
、
私
を
確
か
め
、
自
分
を
紹

介
す
る
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
も
の
に
動
じ

な
い
、
こ
も
っ
た
太
い
声
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

い
て
明
る
い
響
き
を
伴
っ
た
氏
の
声
で
あ
っ

た
。 

◆
藤
岡
市
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を

多
分
実
家
に
お
ら
れ
る
お
兄
さ
ん
か
ら
聞

か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
や
っ
て

調
べ
よ
う
か
と
考
え
た
挙
句
、
消
防
署
に
電

話
を
し
て
、
よ
う
や
く
探
し
当
て
た
の
だ

と
、
一
生
懸
命
説
明
し
て
く
れ
た
。 

◇
診
察
途
中
の
患
者
さ
ん
に
は
、
も
う
、
勘
弁

勘
弁
、
し
ば
ら
く
わ
た
し
に
電
話
す
る
時
間

を
与
え
て
く
だ
さ
い
、
何
し
ろ
４
０
年
ぶ
り

の
先
輩
か
ら
の
電
話
な
ん
で
す
と
平
身
低

頭
し
て
、
私
の
記
憶
の
中
で
空
白
だ
っ
た
高

校
以
降
の
氏
の
歴
史
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て 

 
 

い
た
。
氏
の
こ
と
を
私
が
覚
え
て
い
て
く
れ
て

う
れ
し
い
と
い
わ
れ
た
が
、
な
ん
で
忘
れ
ら
れ

ま
し
ょ
う
か
。 

◆
そ
の
後
５
回
く
ら
い
電
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
年
賀
状
も
往
復
し
ま
し
た
。
ご
迷
惑
で
も

突
然
訪
ね
て
行
っ
て
み
よ
う
か
な
ど
と
も
実
際

私
は
考
え
て
い
た
の
で
す
。 

◇
私
も
兄
や
、
姉
と
の
別
れ
が
い
っ
と
き
の
間
に

重
な
り
、
人
ひ
と
り
の
存
在
の
消
失
で
家
庭

も
、
家
屋
も
い
か
に
も
脆
く
崩
壊
し
て
い
っ
て

し
ま
う
姿
を
ま
ざ
ま
ざ
と
目
に
し
て
放
心
状

態
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
ふ
っ
と
氏
の
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。 

昨
年
の
暮
れ
、
再
度
、
文
通
で
も
電
話
で
も
あ

る
い
は
直
接
に
お
会
い
し
て
で
も
、
懐
か
し
い

子
供
の
こ
ろ
の
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
、

と
賀
状
に
書
い
た
の
で
し
た
。
そ
れ
が
で
き
る

人
は
今
は
こ
の
人
し
か
い
な
い
の
で
し
た
。 

会
話
を
し
て
み
て
、
こ
の
ひ
と
は
７
０
年
前
の

純
粋
さ
と
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
い
た
か
ら
で
し
た
。 

◆
小
学
校
２—

３
年
生
の
こ
ろ
、
夕
食
時
（ど
き
）

で
し
た
。
当
時
は
、
子
ど
も
た
ち
が
夕
が
た
集

ま
っ
て
拍
子
木
を
打
ち
、
「
火
の
用
心
」
と
声
を

合
わ
せ
て
村
中
を
廻
っ
た
も
の
で
し
た
。 

そ
の
日
は
ど
う
し
た
わ
け
だ
っ
た
か
集
ま
ら
ず

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
か
ら
大
声
で
「
火
の
用
心
」

と
叫
ぼ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
た
。 

◇
し
か
し
向
か
い
合
っ
て
い
る
家
は
な
い
の
で
火

の
用
心
の
声
が
ど
こ
か
ら
も
あ
が
っ
て
こ
な

い
。
ち
ょ
う
ど
氏
の
家
と
の
距
離
は
遠
く
な
か

っ
た
の
で
、
茶
の
間
の
戸
を
開
け
れ
ば
声
は
一

直
線
に
氏
の
家
に
届
き
ま
す
。 

 

雨
戸
の
戸
袋
に
足
を
引
っ
か
け
、
身
体
を
支
え
、

大
き
な
声
で
、 

 

「ひ
の
よ
ー
じ
ん
！
」 

 

と
叫
ん
だ
ら
、 

 

「ひ
の
よ
ー
じ
ん
！
」 

 

と
氏
か
ら
返
事
が
帰
っ
て
き
た
の
で
す
。 

 

勢
い
に
乗
っ
て 

 

ど
ん
ど
ん
大
き
な
声
に
な
っ
て
村
中
に
響
き
渡

り
、
二
人
の
声
が
村
中
の
「火
の
用
心
」を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
延
々
三
十
分
に
も
及
び
ま
し

た
。
し
ま
い
に
は
ふ
ざ
け
て 

 
 

「〇
の
よ
う
じ
ん
！
」 

「〇
の
用
心
！
」 

と
男
の
子
の
お
決
ま
り
の
落
ち
着
き
先
と
な
り

ま
し
た
。 

 

「も
う
そ
ろ
そ
ろ
や
め
に
し
ろ
」 

 
 

と
父
。 

母
は
に
こ
に
こ
し
て
黙
っ
て
い
ま
す
。 

◆
「あ
の
時
は
面
白
か
っ
た
な
ー
」 
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と
、
氏
の
ほ
う
で
も
６
０
年
以
上
も
前
の
そ

の
時
の
こ
と
を
想
い
出
す
の
か
、
電
話
の
た

び
に
懐
か
し
そ
う
に
話
題
に
し
ま
し
た
。 

 

 

氏
が
逝
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
・・・
子
供
の
こ
ろ 

の
こ
と
を
語
り
合
う
相
手
が
居
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

で
も
夜
空
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
あ
の
と
き
の

二
人
の
声
は
今
、
６
５
光
年
先
の
宇
宙
に
響

き
わ
た
っ
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

  
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


